
　
フ
ラ
ン
ス
の
「
全
世
界
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
一
冊
の
新
刊
書
が
届
い
た
。
国
際
社
会
が
抱
え
る
難
題
「
介
入
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
日
間
論
議
を
重
ね
た

大
規
模
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記
録
だ
。
世
界
か
ら
集
ま
っ
た
発
言
者
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
か
ら
ボ
ス
ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
軍
人
ま
で
、
各
分
野
の
専
門
家
、

有
識
憲
八
十
六
人
。
あ
る
主
権
同
家
で
、
非
人
道
的
な
出
来
事
が
ね
き
た
場
合
、
国
際
社
会
は
敢
然
と
介
入
す
べ
き
だ
と
す
る
強
い
主
張
が
大
勢
だ
っ
た
。
そ

の
根
底
に
は
、
患
部
は
外
科
学
術
で
取
り
除
く
べ
き
だ
と
す
る
西
洋
医
学
の
考
え
方
と
、
国
家
の
存
立
よ
し
人
道
的
な
正
義
感
を
重
視
す
る
価
値
判
断
が
う
か

が
え
る
。
主
な
発
言
を
紹
介
し
、
わ
が
国
の
「
国
際
貢
献
」
論
議
の
参
考
に
供
し
た
い
。

｢病気の進行阻む処置は不可欠｣

｢必要な介入こそ今世紀の教訓｣

発
言
は
多
彩
だ
が
、
お
お
む

五
菜
流
の
論
唇
葛
ｎ
が

。
い
い
。
国
際
社
会
の
「
介
入
」

を
正
義
と
す
る
強
い
信
念
に
、

け
お
さ
れ
る
感
じ
も
す
る
。

　
戦
後
の
我
が
国
は
、
失
敬
に

こ
り
て
、
他
国
へ
の
介
入
な
ど

考
え
も
し
な
か
っ
ぺ
再
建
に

懸
命
で
他
を
顧
み
る
余
裕
も
な

か
っ
た
し
、
国
際
社
会
も
日
本

の
介
入
を
警
戒
し
て
い
べ

　
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ア
ウ
シ

　
ュ
ピ
ヅ
ツ
強
制
収
容
所
生
き
残

　
り
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
作

　
家
エ
リ
ー
・
ウ
ィ
ー
ゼ
ル
氏
を

　
会
長
に
、
昨
年
パ
リ
で
股
立
さ

　
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
不
寛
容
や
差

　
別
に
反
対
し
、
二
十
一
世
紀
に

　
向
け
て
諸
文
化
の
平
和
的
融
合

　
を
め
ざ
す
（
九
三
年
二
月
八
日
、

　
付
本
紙
朝
刊
ｉ
標
）
参
照
）
。

　
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
初
事
業
が

・
パ
リ
大
学
講
堂
を
湊
具
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
。

　
書
名
は
『
介
入
と
は
？
人
間

の
想
召
国
家
の
理
由
』
（
グ

ラ
ヅ
セ
社
）
。
メ
デ
ィ
ア
が
発

達
し
、
情
報
が
世
界
を
駆
け
め

ぐ
る
現
代
に
、
知
ら
な
い
と
い

ろ
の
は
言
い
訳
だ
。
殺
人
、
拷

問
、
死
を
放
置
し
て
お
く
こ
と

は
、
そ
の
共
犯
看
に
等
し
い
。

最
も
非
人
間
的
な
の
は
、
か
か

わ
り
合
い
を
避
け
る
選
択
、
無

関
心
で
は
な
い
か
Ｉ
『
－
と
の
問

題
提
起
で
あ
る
。

　
討
論
は
六
部
に
分
か
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
「
介
入
」
と
い

う
言
葉
の
定
義
に
始
ま
り
、
最

近
の
ソ
マ
リ
ア
、
ハ
イ
チ
、
イ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
ｌ
‥
ｊ
‥
Ｍ
.
.
c
o
m
Ｕ
Ｈ

.
Ｃ
う
し
て
日
本
は
、
他
国
で

何
が
起
き
よ
ろ
と
自
ら
は
積
極

的
に
語
ら
ず
動
か
ず
こ
国
連
や

仏フォーラムの記録を刊行「
無
関
心
は

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
と

い
う
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上

げ
、
旁
り
に
倫
理
と
政
治
な
ど

の
視
点
に
及
ん
だ
。
’

　
自
ら
判
断
し
な
い
と
、
情
報

に
も
疎
く
な
る
。
・
最
近
の
我
が

国
の
国
際
貢
献
は
、
国
運
な
ど

ソマリア・モガディシオでイタリア兵にキ

ャンデーをねだる子ども＝93年６月、ＡＰ

平野新介

　(編集委員)

術
」
つ
ま
り
「
病
気
の
進
行
を

阻
む
断
固
た
る
処
１
を
意
味

す
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
だ

が
、
ま
だ
正
し
い
法
則
は
な

い
。
我
々
は
理
想
の
国
際
社
会

を
確
立
し
、
例
え
間
違
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

に
か
け
る
し
か
あ
る
ま
い
と
述

べ
た
。

　
米
国
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
ト

一
７
モ
リ
ス
ン
さ
ん
は
「
国
境

の
吏
を
破
る
の
に
、
メ
デ
ィ
ア

と
芸
術
と
外
交
の
Ξ
つ
の
言
語

が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

　
　
動
機
の
背
景

　
一

国
の
利
害
も

　
第
二
部
は
、
主
に
、
介
入
を

正
当
化
す
る
法
則
、
介
入
が
・
侵

略
と
な
ら
ぬ
政
把
シ
ス
テ
ム
な

肖

る１

Ｕ

罪
」
と
訴
え い

る
が
、
歴
史
的
な
偶
然
や
戦

争
の
結
果
と
し
て
存
在
し
て
い

る
国
家
に
は
、
そ
ん
な
正
当
性

は
な
い
」
と
区
別
。
国
家
の
正

当
性
は
当
面
、
国
追
加
肌
な
ど

諸
国
の
認
知
に
よ
る
ほ
か
な
い

と
現
実
的
に
判
断
す
る
。

　
フ
ィ
ガ
ロ
紙
の
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
、
ア
ン
ド
レ
・
フ
ロ
ヅ
サ
ー

ル
氏
は
第
一
次
大
戦
中
、
自
宅

に
爆
弾
が
落
ち
、
母
の
腕
と

抱
か
れ
て
い
た
自
分
の
足
が
傷

つ
け
ら
れ
た
。
第
二
次
大
戦

中
、
人
々
が
生
き
る
し
か
は
ね

と
化
し
た
強
制
収
容
所
の
光
景

を
心
に
刻
ん
だ
。
草
和
主
義

者
と
は
、
争
い
か
ら
離
れ
、

弱
者
に
対
し
て
強
者
を
増
長
さ

せ
る
人
間
だ
一
と
言
う
彼
の

結
論
は
「
い
つ
で
も
戦
争
が

出
来
る
ほ
ど
、
平
和
を
愛
す

る
」
。

　
唯
一
の
日
本
人
、
川
田
順
造

東
京
外
国
語
大
教
授
（
文
化
人

類
学
）
は
、
十
九
世
紀
モ
デ
ル

の
国
民
国
家
が
世
界
を
覆
っ
て

い
る
こ
と
の
不
条
理
を
指
摘
し

　
「
こ
れ
か
ら
の
人
間
は
、
単
一

の
民
族
や
国
家
へ
忠
誠
を
誓
う

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
超
え

・
応
複
数
の
多
重
的
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
持
つ
べ
き
だ
。
国

　
　
　
　
　
　
民
国
家
に
圧
迫

　
イ
タ
リ
ア
の
作
家
ウ
ン
ベ
ル

ト
・
エ
ー
コ
氏
は
、
「
介
入
」

の
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

が
、
医
学
則
誦
で
は
「
外
科
手

ど
を
め
ぐ
る
議
論
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
哲
学
者
の
コ
ラ
コ
ウ
ス
キ

・
シ
カ
ゴ
大
教
授
は
「
人
間
は

生
存
し
て
い
る
だ
け
で
正
当
か

U§

者と

論ヂ

へ
の
自
蜀
隊
派
逗
し
か
り
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
安
優
理
常
任
理

事
国
に
な
れ
ぱ
、
そ
ん
な
わ
け

日
本
流
の
論
理
練
る
と
き

西
側
諸
国
の
判
断
伍
蓉
よ
う

に
な
っ
た
。
経
済
大
国
で
も
、

政
治
・
外
交
厦
で
は
一
人
前
扱

い
さ
れ
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

に
促
さ
れ
て
対
応
策
を
練
り
、

憲
法
と
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る

苦
心
を
繰
り
返
し
た
。
河
岸
戦

争
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ル
ワ
ン
ダ

に
は
い
か
な
い
。
自
ら
情
報
を

仕
入
れ
、
自
分
の
頭
で
判
断
す

る
独
り
立
ち
が
必
要
ベ

　
フ
ォ
七
ワ
ム
で
は
「
介
入
」

の
語
涼
を
医
学
の
外
科
手
術
に

求
め
、
痛
み
を
伴
っ
て
も
患
部

を
取
り
除
く
例
え
で
論
じ
た
も

の
か
あ
っ
た
。
積
極
介
入
を
よ

し
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
正
義

Ｓ
の
論
理
で
あ
る
。
　
｀

　
し
か
し
、
手
術
は
文
字
通
り

西
洋
医
学
で
あ
る
。
そ
ち
ら
が

メ
ス
を
振
る
う
な
ら
、
こ
ち
ら

に
は
、
人
体
の
総
合
的
な
力
を

活
用
し
て
治
癒
を
は
か
る
東
洋

入
す
る
こ
と
は
、
こ
の
ア
カ
デ

ミ
ー
の
よ
う
な
、
個
人
で
構
成

す
る
組
織
の
役
割
で
は
な
い

医
学
が
あ
る
。
両
者
の
考
え
方

に
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
よ
う

に
、
紛
争
解
決
に
も
別
の
発
想

が
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
味
遮
っ
た
口
本
流
の
論
理

と
取
り
組
み
方
を
練
り
上
げ
、

国
原
社
会
に
発
言
し
た
い
も
の

だ
。
そ
れ
に
は
「
ど
う
し
て
」

　
冦
竺
と
、
第
一
歩
か
ら
自

前
の
論
議
を
重
ね
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
気

か
」
と
主
張
し
た
。
　
　
た
理
出
は
三
つ
。
米
国
の
世
論

　
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
で
は
一
九
三
八
が
、
ソ
マ
リ
ア
内
戦
が
も
た
ら

年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
が
、
弱
し
た
飢
餓
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に

腰
の
平
和
外
交
で
ナ
チ
ス
の
侵
も
ろ
か
っ
た
、
ボ
ス
ニ
ア
よ
り

略
を
助
長
さ
せ
た
と
の
反
省
が
簡
単
だ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
共

振
強
い
。
フ
ラ
ン
ス
法
務
、
外
和
党
が
選
挙
民
か
ら
弱
腰
と
見

務
な
ど
の
閣
外
相
を
房
任
し
た
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
」

弁
護
士
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
キ
ー
ジ
と
分
析
し
た
。

ュ
マ
ン
氏
は
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
　
　
メ
デ
ィ
ア
の

Ｕ
豺
殼
討
万

一

今
後
に
要

教
訓
だ
」
と
強
調
し
た
。
　
　
結
論
の
部
で
、
ウ
ン
ベ
ル
ト

　
第
三
部
で
は
、
文
化
人
類
学
・
エ
ー
コ
氏
は
「
現
代
文
化
人

者
の
ア
ン
ヌ
・
チ
ャ
ブ
マ
ン
さ
類
学
は
、
植
民
地
化
に
よ
っ
て
’

ん
が
萱
的
な
問
い
を
出
す
。
迫
害
し
た
少
驚
族
に
対
す
る
Ｉ

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
到
達
以
西
欧
の
悔
恨
を
表
現

来
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
は
歴
史
的
に
ら
れ
た
人
身
の
権
利

匹
に
匹
」

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
原
住
民
を
殺
に
大
き
な
役
蜀
を
果
た
し
た
」

害
し
、
搾
取
し
て
き
た
。
ア
メ
と
評
価
し
た
の
ち
、
メ
デ
ィ
ア

リ
カ
の
征
服
と
植
民
地
化
こ
そ
に
注
文
を
つ
け
た
。

歴
史
上
最
も
野
蛮
な
「
介
入
」
　
『
あ
ら
ゆ
る
情
報
操
作
に
反

だ
っ
た
と
、
重
い
指
摘
だ
。
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

　
第
四
部
は
、
赤
十
字
や
さ
ま
権
侵
害
に
は
も
っ
と
幅
広
く
、

さ
ま
な
民
間
団
体
に
よ
る
人
道
あ
ま
り
絵
に
な
ら
な
い
こ
と
で

援
助
活
動
が
焦
点
と
な
っ
た
。
も
、
注
意
を
払
っ
て
ほ
し
い
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
女
優
で
ユ
ニ
セ
時
に
は
ス
ク
ー
プ
意
識
を
忘

フ
親
善
大
便
で
も
あ
る
リ
ブ
・
れ
る
べ
き
だ
。
ス
ク
ー
プ
は
メ

ウ
ル
マ
ン
さ
ん
は
、
世
界
各
国
デ
ィ
ア
の
一
権
利
だ
が
、
そ
れ

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
た
よ
り
も
情
報
全
体
の
義
務
が
大

体
験
を
語
る
。
テ
レ
ビ
で
よ
く
き
い
。
現
代
の
悲
劇
に
最
初

放
映
さ
れ
る
ひ
ん
死
の
子
供
た
に
、
し
か
も
平
和
的
に
、
聞
断

ち
の
惨
状
に
ふ
れ
、
「
孫
か
な
く
介
入
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
私
は
何
を
し
た
の
か
と
聞
ら
」

か
れ
た
ら
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
古
　
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

い
こ
と
わ
ざ
で
ハ
ク
モ
の
巣
で
ク
シ
ュ
ネ
ル
元
厚
生
人
道
問
題

も
、
力
を
合
わ
せ
れ
ぱ
ラ
イ
オ
担
当
相
は
、
一
九
九
一
年
サ
ラ

ン
を
身
動
き
で
き
な
く
さ
せ
エ
ボ
に
い
て
、
ボ
ス
ニ
ア
の
悲

る
ｙ
と
答
え
ま
す
」
。
　
　
劇
を
予
想
し
な
が
ら
国
進
軍
の

　
第
五
鄙
は
、
冷
戦
後
の
国
際
予
防
介
入
を
拒
ま
れ
た
体
験
を

社
会
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
軍
事
話
し
、
『
手
遅
れ
に
な
ら
ぬ
う

介
入
間
題
。
職
業
軍
人
た
ち
も
ち
に
乗
り
込
む
ー
と
れ
が
若

椙
次
ぎ
発
言
し
た
。
　
　
者
と
と
も
に
作
り
上
げ
る
新
た

　
元
フ
ラ
ン
ス
軍
器
案
モ
ー
な
理
想
だ
。
大
量
虐
殺
を
予
防

リ
ス
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
将
軍
は
、
し
よ
茫
と
呼
び
か
け
た
。

テ
レ
ビ
に
出
る
た
め
に
ク
リ
ス
　
ウ
ィ
ー
ゼ
ル
氏
が
、
閉
会
の

マ
ス
に
わ
ざ
わ
ぎ
サ
ラ
エ
ボ
を
言
葉
で
「
人
間
は
さ
ま
ざ
ま
な

訪
れ
る
ス
タ
ー
気
取
り
の
人
物
権
利
を
持
つ
。
だ
が
我
々
す
べ

に
反
感
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
そ
て
が
認
め
な
い
権
利
も
あ
る
。

し
て
介
入
勤
機
に
ふ
れ
、
「
米
そ
れ
は
無
関
心
と
い
ろ
権
利
で

国
が
湾
岸
戦
争
に
ｓ
み
切
っ
た
あ
る
。
無
関
心
は
罪
な
の
ぎ

の
y
M
4
m
4
a
t
a
4

A
J
断
じ
た
。
少
年
時
代
に
強
制

っ
た
か
ら
た
が
、
九
二
年
に
多
収
容
所
の
地
獄
を
体
験
し
た
入

国
箱
車
か
ソ
マ
リ
ア
に
介
入
し
の
重
い
訴
え
で
あ
る
。
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